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仮設計画作成マニュアル
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は　じ　め　に

　　安全衛生管理の難しさは、管理そのものに、これで完全だという事が断言できない事にあり、
人・物・環境のどこが欠けても、災害の発生につながります。
そこで、私共は、災害のメカニズムは、どういった所から出るのか、検証を重ねた結果、口答での
打ち合わせミスや、作業現場での判断の誤りによる人為的ミスが大半であることに気づきました。
つまり、作業内容の厳密なすり合わせにより、ある程度の危険回避が、シュミレーション上で解
決できると考えました。
今回の、システムは各工事店の協力無くしては、実施できるものでは、ありえません。
皆様の、ご協力とご努力で安全な作業環境と無駄のないコスト管理に役立てば幸いと思われます。

Ⅰ、工事別、作業別に存在する危険箇所を予想し、対策を樹立しましょう。

Ⅱ、各工事店が協力して工法、関係法令、構造企画基準、技術基準、指針
　　などに、違反しているか否かをチェックし設計上のミスも話し合いましょう。

Ⅲ、仮設設備については、一時的な間に合わせの考え方を止めて、強度、安
　　全装置など構造上の欠陥を必ずチェックしましょう。

Ⅳ、関係法令は、作業に際しての最低の基準だという事を、考えセーフティ・
　　アセスメント（安全の事前評価）を十分に行いましょう。

注）今回のシュミレーションシステムは、今まで口答で、行われていた物を、
　　コンピュータを使い目の前で、打ち合わせが出来るシステムですが、実際
　　との違いも発生しますので、各工事店の協力のもと、安全衛生責任者が
　　協議の上、計画打ち合わせをしましょう。

●事前評価とは、

　　最近、セイフティー・アセスメントという、言葉が良く使われます。これは労働安全と言う、狭い範囲
だけではなく、産業災害、公害、などの環境も含め使われ出しています。
　建設工事の場合、設計段階から、出発し、施工段階にいたるプロセスにおいて、安全面に立脚した
事前評価を行う事とされており、災害の中には設計及び施工段階において、事前検討、評価が十分
行われていないために、発生した物も多く、また、災害発生後、計画自体の欠陥に気づくことがしばし
ばありますが、こうした『後手の管理』から問題点を先取りする『先手管理』へと移行しなければなりま
せん。

●作業標準とは、

　　作業上の安全を確保するためには、基本的対策のほかに具体的な対策が確立されていなければ
なりません。
　対策に具体性が欠けるところが、多ければ多いほど、作業員が自分で判断をしなければならない部
分が増えてきます。
　　作業員の判断にゆだねる部分を極めて減少させるには、正しい作業方法を決定し、守らせる事が
必要になってきます。
　　そこで、作業内容の明確化、作業手順やその要点、急所などを良く分析した上で、安全で、効率の
良い作業方法を定めて行きましょう。
　　この作業を標準化したものを、作業標準又は作業基準といいます。
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１,１　検地図面の作成説明１　　シュミレーション用仮設計画の作成

１ シュミレーション用仮設計画の作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１,１検地図面の作成説明

●まず初めに、検地用仮設計画図の作成をし現場にて詳細の手直しを行います。

敷地図面を元に簡単な計画を出していくと検地に行ったとき
簡単にその場で変更でき大体の足場の位置も確認できます。

・建物の詳細図面をつかえば足場の高さも表記できますのでレッカー位置の確認、電線
の養生などの検地にも役に立ちます

●今までの仮設計画では、まず初めに事前確認が
先行しており記入漏れ設計ミスを現地でなるべく拾
えるようにしたのが、この新しいシステムです。
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１,２　検地図面の作り方１　　シュミレーション用仮設計画の作成

１　　シュミレーション用仮設計画の作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１,２検地図面の作り方

建物データを入力後，敷地データの貼り付けを行う

・敷地に合わせた仮囲いを設置して全体を囲い
基本パターンを作成する。
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１,３　階段室などの基礎入力１　　シュミレーション用仮設計画の作成

１　　シュミレーション用仮設計画の作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１,３階段室などの基礎入力

●ここでは足場を建てる前に基礎の入力をし、それから足場の設計に移ります。

●基準点レベルを入力し建物全体の上がり下がり
を明確にする。
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１，４　建物の入力
１　　シュミレーション用仮設計画の作成

１　　シュミレーション用仮設計画の作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１，４　　建物の入力

●地盤の設定が終わったら建物の入力です。
ここでは、まずマニュアルどおりに建物の構成
に入ります。

注）建物は３階で入力しましょう。

●上図のように建物を入力後、足場の計画をして行
きます。

１階

バルコニー

階
段
室

スロープ

基礎

２階

３階

・屋根入力は3階で入力しましょう。
階段室の軒天が下がるため、足場の設定
が、外部と内部に分かれます。
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１，５　足場の作成
１　　シュミレーション用仮設計画の作成

１　　シュミレーション用仮設計画の作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１，５　　足場の作成

●足場の計画をマニュアル通りに行い階段内部も立ち上げます。

注）昇降階段の計画は適当な位置に決め打ち合
わせの時に変更しましょう。

階段内部足場

階段外部足場

昇
降
階
段

●足場の計画が終われば、左図のように
建物からの距離が測れますので、計画打
ち合わせ時の、詳細の変更に便利です。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

１，６　完成
１　　シュミレーション用仮設計画の作成

１　　シュミレーション用仮設計画の作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１，６　完成

●以上の様な流れでシュミレーション用仮設計画を作成します。

注）３Dの場合、レッカーは作る事が出来ませ
んので、２次元での作成が必要です。

注）鉄板は地盤設定で加工可能です。

3000

1800

450

●詳細もズームアップすれば、配置位置、
長さ表示も簡単です。
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２，1　現場調査（現場での計画変更）その１２　現地調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，1　現場調査（現場での計画変更）

①

②

③

●道路幅、進入路、電線位置、近隣状況、境界
杭、などの確認

注）３Dの場合、レッカーは作る事が出来ませ
んので、２次元での作成が必要です。

注）鉄板は地盤設定で加工可能です。

●ここでは、検地をしながら、足場の確認とともに電線、道路付けなど計画書と照らし合わせ実行出来るか
きちんと作成します。

①

②

③

●現場での計画図の変更を行います

①道路の幅は計画どうりですか？

②電線の養生は必要ですか？

③進入路の確保は十分ですか？
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２，1　現場調査（現場での計画変更）その２２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，1　現場調査（現場での計画変更）

●道路幅、進入路、電線位置、近隣状況、境界杭、などの確認

●問題点

・計画の進入道路が、歩道との分離帯により
進入できない。

・角地には、電柱が有り囲いの設置にも、変更
が必要

・工事期間中の舗装工事の可能性があるため
確認が必要

・建物との離れがないため、電線養生の計画も
忘れずに行う事

。

②

①

注）３Dの場合、レッカーは作る事が出来ませ
んので、２次元での作成が必要です。

①道路の幅は、良いが進入口の確保が出来ないので西面
に配置を変更する

②足場に電線が隣接している為５ｍの電線養生が必要

③出入り口を変更したためＯＫ
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２，２　現場調査（仮設計画チェックリスト）その１
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，２　現場調査（仮設計画チェックリスト）

前項のように、仮設計画を立てる時には、まず初めに敷地内の建築物、構造物の設置状況、敷地
周辺の道路、近隣の建築物、植木、学校などの周辺施設、その他、色々な情報が、安全衛生上必要
です。
次項からのポイントを注意しながら仮設計画チェックリストの作成に入ります。

★仮設計画チェックリスト点検表

№ チェック項目 点検のポイント

１ 使用道路の問題

・搬入計画

・地盤の高低

・道路の幅

・交通量

・荷受、クレーン、など搬入可能な車両で計画されていますか？

・道路の高さは、無理のない状態ですか？

・道路の幅は、問題なく侵入可能ですか？

・上棟時に歩行者の通行の計画、道路使用許可、ガードマン計画ができて
いますか？

敷地、障害物

・敷地形状（高低）

・資材搬入時の置き場の確保は出来ていますか？

・道路からの進入が出来ず、階段の設置など周辺の仮設計画は必要ですか？

・クレーンでの荷受、上棟計画は出来ていますか？

・敷地形状（狭小） ・資材搬入時の置き場の確保は出来ていますか？

・クレーンでの荷受、上棟計画は出来ていますか？

・足場は狭小地内に、キチント収まるよう計画されていますか？

・足場の高さは上棟、荷受に邪魔になりませんか？

障害物

・植木、池、庭石、フェンス
既存建物の障害

・養生、移設、撤去の計画はされていますか？

・足場設置で邪魔になって施工できない部分はありませんか？

・クレーン設置、荷受計画の障害になりませんか？

・道路使用許可は必要ですか？

2
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２，２　現場調査（仮設計画チェックリスト）その２
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，２　現場調査（仮設計画チェックリスト）

★仮設計画チェックリスト点検表

№ チェック項目 点検のポイント

３ 近隣についての配慮

・境界

・境界は明確にされていますか？

・第三者対策や飛散物などの環境に注意した計画は出来ていますか？

・クレーン、搬送用トラックは敷地内に設置できますか？

・足場設置で隣地の使用は必要ですか？

・足場設置で隣地の使用は必要ですか？

・飛散防止のシートは必要ですか？・隣家

・施工前の挨拶は終わっていますか？

・電線、配管

・各種設備の確認は出来ていますか？

・防護、養生計画は出来ていますか？

・足場は各種設備に邪魔になりませんか？

４

その他

・クリーンボックス

・仮設トイレ

・仮設水道

・資材倉庫

・保安ボックス

・ゴミはキチンと分別されリサイクルできますか？

・仮設トイレは近隣にも配慮した設置の工夫が成されていますか？

・仮設水道は排水がそのまま道路に流れないよう工夫されていますか？

・資材が濡れたり、汚れないよう考慮していますか？

・緊急処置に対する備えは十分ですか？

・施工現場によってはチェックリストだけで、対処できない物件もあります。
個々の施工業者が責任を持って打ち合わせを行い選り良い環境づくりに協力しましょう。

５

その他の養生

・側溝カバー ・排水の側溝に泥など入り込まないですか？
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２，３　仮設計画確認表
２　　現場調査

２　　現場調査

２，３　仮設計画確認表

確認事項

無・有

無・有

無・有

無・有

無・有

無・有

無・有

無・有

不・要

不・要

不・要

不・要

不・要

不・要

不・要

不・要

不・要

不・要

不・要

道路状況

小運搬

地中、地上障害

時間制限

重量制限

その他

　　　：　　　～　　　：　　

t車

前面道路幅

高　低　差

業者名 設置予定日 確認

電線保護管

道路養生

側溝養生

種類

種類

範囲

幅

鉄　板・コンパネ・ゴムマット

鉄　板・コンパネ・ゴムマット

隣家養生シート 種類

Ｍ Ｍ

防音・一般 範囲

長さ

面

敷地内防護 植木、庭石、フェンス等

重機乗入れ養生
種類 鉄　板・砂　利

範囲

資材置場 敷地内
借地

作業者駐車場

トラック待機場

使用クレーン

ガードマン

仮設土留

仮囲い

仮設階段

仮設水道

仮設電気

仮設トイレ

クリーンボックス

提示板

草刈り

残土処理 盛土

残材処理

足場計画 枠組足場、単管ブラケット足場、くさび式足場
　　　　本足場　　　　　　　　　一側足場

不・要

不・要

不・要

不・要

不・要

不・要

不・要 不・要 t車t車

2,9-4,9t　・ラフター4,9ｔ　・16ｔ　・20ｔ　・他（　　　　）

種類

種類

範囲

範囲 Ｍ

面

電柱№
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２，４　点検項目のポイント　その１
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

ここでは、解かりやすく写真、図面などを使い、今までの現状とこれからの環境づくりの説明をします。

１　使用道路の問題 ・基礎着工時点から大きさの異なる重機が入りますので、重機配置計画も必要です。

・搬入計画

・荷受、クレーン、など搬入可能な車両で計画されていますか？
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２，４　点検項目のポイント　その２
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

１　使用道路の問題

・地盤の高低 ・道路の高さは、無理のない状態ですか？

足場の高さ
７，３２５ｍ

道路から
１，２ｍ

レッカー

レッカー

①

②

仮設電線

●上棟工事に際しては①よりも②の方が無理のない工事計画となります。
ですから、上記仮設電線は邪魔になってしまいますので計画の段階で
設置位置をきちっと把握する事が大変に重要です。

・隣地使用の場合、車両移動も計画
では大変、重要です。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その３
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

1　使用道路の問題

・道路の幅 ・道路の幅は、問題なく侵入可能ですか？

・交通量 ・上棟時に歩行者の通行の計画、道路使用許可、ガードマン計画ができて
いますか？

・道路使用許可は必要ですか？



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その４
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント
・道路使用許可見本

１使用道路の問題

道　路　使　用　許　可　申　請　書

平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日
　　　

○　○　警　察　署　長　殿

申請者
住　所
氏　名

㊞

道路使用の目的

場所又は区間

期　　　　　　間

方法又は形態

送付書類

現　場
責任者

住　所

氏　名 電　　　話

平成　　　年　　　月　　　日　　　時から　　　　年　　　月　　　日　　　時まで
　　　　　　　　（各日　　午前・午後　　　時から　午前・午後　　　時まで）

第　　　　　　　　　号

道　路　使　用　許　可　証

上　記　の　と　お　り　許　可　す　る。　た　だ　し、　次　の　条　件　に　従　う　こ　と

条件

平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日　　　

○　○　警　察　署　長

印

印

備考 １　　申請者が法人であるときは、申請者の欄には、その名称、主たる事務所の所在地及び代表者の氏名
　を記載すること。
２　　申請者は、氏名を記載し及び押印ことに代えて、署名することができる。
３　　方法又は形態の欄には、工事又は作業の方法、使用面積、行事等の参加人員、通行の形態又は方法
　等使用について必要な事項を記載すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４送付書類の欄には、道路使用の場所、方法等を明らかにした図面その他必要な書類を送付した場合に
　その書類名を記載すること。
５用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その５
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

・道路使用許可見本
１ 使用道路の問題

・実行前打ち合わせの中で、ここまでの検討資料の
作成も仮設計画なしにはプランできません。
しっかりしたプランの中に安全があります。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その６
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

２　　敷地、障害物

・敷地形状（高低） ・資材搬入時の置き場の確保は出来ていますか？

・足場の高さは上棟、荷受に邪魔になりませんか？

足場の高さ
７，３２５ｍ

道路から
１，２ｍ

レッカー

レッカー

①

②

仮設電線



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その７
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

２　　敷地、障害物

・植木、池、庭石、フェンス
既存建物の障害 ・養生、移設、撤去の計画はされていますか？

・植木は通気性の良いシートで囲ったり
ゴムマット、フェンスの養生も必要です。

・足場設置で邪魔になって施工できない部分はありませんか？

８５０ｃｍ

① ②

１０２０ｃｍ

●植木、石油タンク、ブロックなど狭小地の場合
邪魔な部分が、たくさんあります。
計画を先行すると、邪魔な部分を見つける事が
簡単です。

図①、②の様にジャッキベースの高さも支柱
の離れによって変わていきます



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その８
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

３　近隣についての配慮

・境界 ・境界は明確にされていますか？

・足場設置で隣地の使用は必要ですか？



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その９
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

３　近隣についての配慮

・境界 ・第三者対策や飛散物などの環境に注意した計画は出来ていますか？

皆
さ
ん
近
隣

の
配
慮
は
大
切

で
す
ョ
！

・クレーン、搬送用トラックは敷地内に設置できますか？



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その１０
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

３　近隣についての配慮

・隣家

・飛散防止のシートは必要ですか？

・近隣の人たちは、今後のお客様にも、
つながりますので、まずはトラブルの素
になる、騒音、ゴミなどの飛散に注意し
ましょう。

・レッカーの計画は、お隣さまの領空侵犯を
していませんか？
もし、お借りする場合、吊荷の落下の危険
も有りますので、慎重に計画しましょう。

・施工前の挨拶は終わっていますか？



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その１１
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

３　近隣についての配慮

・境界

・第三者対策や飛散物などの環境に注意した計画は出来ていますか？

・クレーン、搬送用トラックは敷地内に設置できますか？



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その１２
２　　現場調査

２　　現場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

４　　その他の養生

・電線、配管 ・各種設備の確認は出来ていますか？

・防護、養生計画は出来ていますか？ ・足場は各種設備に邪魔になりませんか？

仮設の防護カバーは、
ＯＫですが、近隣面の
メッシュシートの配慮
が必要です。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その１３
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

５　　その他

・クリーンボックス ・ゴミはキチンと分別されリサイクルできますか？

木くず

リサイクル

プラスチック鉄・金属・電線 石膏ボード ダンボール

・仮設トイレ ・仮設トイレは近隣にも配慮した設置の工夫が成されていますか？

近隣から見えないように設置する事も
必要です。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その１４
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

５　　その他

・仮設水道 ・仮設水道は排水がそのまま道路に流れないよう工夫されていますか？

・そのまま汚水が流れ込まないように
排水升を付ける事が望ましい。

・資材倉庫 ・資材が濡れたり、汚れないよう考慮していますか？

雨・風から材料を守るためにも、仮設資材倉庫は、必要です。

それに、会社のピーアールにも役立ちます。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

２，４　点検項目のポイント　その１５
２　　現場調査

２　　現場調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２，４点検項目のポイント

５　　その他

・保安ボックス ・緊急処置に対する備えは十分ですか？

玄関には保安ボックスを配置し新規入場者への配慮も必要です。

・側溝カバー ・排水の側溝に泥など入り込まないですか？



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,　仮設計画の変更.　仮設計画の変更　３

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

作業の安全計画

・あらかじめ検討した施工計画、作業計画に基づき、作業を安全に遂行するため
に、以下の事項等について、具体的な対策を出します。

１－　　表示 ・看板

●建築現場には、仮囲い等を用いて目に付く位置に、次の事項について
表示の義務があります。

Ⅰ,　建築確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅱ,　建設業許可　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅲ,　労働保険成立届　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅳ,　道路占用使用許可書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅴ,　施工体系図
Ⅵ,　鉄骨製作工場名表示　　
Ⅶ,　作業主任者
Ⅷ,　作業主任者の職務

注）　　設置期間は、工事着工前より工事完了までの間

注）　　施工体系図は下請契約代金の総額３,０００万円以上の場合

注）　　作業主任者の表示は該当作業終了まで



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その１３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更

１－　　表示 ・施工体系図

　　
　　　管理技術者

基礎工事
○○建設
主任技術者

本体内装工事

○○工務店

主任技術者

外装組立工事

○○工務店

主任技術者

水道工事

主任技術者

電気工事

主任技術者

外溝工事

主任技術者

○○工業

主任技術者

○○建設

主任技術者

□□工務店

主任技術者

●表示の場合、車両などの出入口か、足場などの目立つ所に設置計画が必要になります。

・表示の場合、バラバラに設置するよりも、まとまっ
た所に明確に表示する事が、見た目も綺麗になりま
す。（レイアウト一つで、企業イメージにもつな
がりますので、細心の注意を払いましょう。）



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その２３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

・近隣者、通行人などの建築現場への立入防止、建築資材の外部への飛散防止、企業のイメージアップ
を図るためにも仮囲いを設けなければなりません。

立入禁止仮囲い２－仮囲い

立入禁止表示



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その３３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

２－仮囲い（変更）

・仮囲いの変更は、メニューから変更したい物を
削除して、新しく設置するだけで、終わりです。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その４３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

３－　出入口

・建築作業場所には、適切な箇所に専用の出入口を設け、出入口は、人、車両の通行に
支障ないよう配慮し、また敷地と周囲に段差がある場合気をつけて計画する事。

・この状態では、車両止めが、邪魔になり進入は、
出来ないので、南面の計画は、変更して西面
にします。

・電柱に注意し計画変更を行う。
西面の段差には、鉄板養生が必要！

鉄板

・鉄板養生前には、砕石などの計画をし、鉄板の
がたつきをなくす事



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その５３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

４－　掘削機械などの計画

・工事現場で使用する掘削機械については、接触による危険防止を図るため適切な
作業計画を作成する事

・カラーコンによる進入禁止計画や危険表示
の義務も発生します。

・ユニック車などの回転半径の表記も計画に
は必要になってきます



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その６３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

４－　掘削機械などの計画〈安全衛生規則）

　堀削機械等に関する規制
労働安全衛生規則

作業計画
第155条 事業者は、車両系建設機械を用いて作業を行うときは、

　　　あらかじめ、前条の規定による調査により知り得たところに
　　　適応する作業計画を定め、かつ、当該作業計画により作業を
　　　行わなければならない。
2 前項の作業計画は、次の事項が示されているものでなければ

　　ならない。
　一　使用する車両系建設機械の種類及び能力
　二　車両系建設機械の運行経路
　三　車両系建設機械による作業の方法
3 　　　　　　　　事業者は、第1項の作業計画を定めたときは、前項第2号
　　　及び第3号の事項について関係労働者に周知させなければな
　　　らない。

接触の防止
第158条 　事業者は、車両系建設機械を用いて作業を行うときは、

　　　運転中の車両系建設機械に接触することにより労働者に
　　　危険が生ずるおそれのある箇所に、労働者を立ち入らせては
　　　ならない。
　　　ただし、誘導者を配置し、その者に当該車両系建設機械を誘導
　　　させるときは、この限りでない。
2 　　前項の車両系建設機械の運転者は、同項ただし書の誘導者が

　　行う誘導に従わなければならない。
合図
第159条 事業者は、車両系建設機械の運転について誘導者を

　　　置くときは一定の合図を定め誘導者に当該合図を行わせなけ
　　　ればならない。
2 　　前項の車両系建設機械の運転者は、同項の合図に従わなけれ

　　ばならない。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その７３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

４－　掘削機械などの計画〈安全衛生規則）

運転位置から離れる場合の措置
第158条 事業者は、車両系建設機械の運転者が運転位置から離れる

　　　　ときは、当該運転者に次の措置を講じさせなければならない。
　一　バケット、ジッパー等の作業装置を地上におろすこと。
　二　原動機を止め、及び走行ブレーキをかける等の車両系建設
　　　機械の逸走を防止する措置を講ずること。
2 前項の運転者は、車両系建設機械の運転位置から離れるときは、

　　同項各号に掲げる措置を講じなければならない。

車両系建設機械の移送
第161条 事業者は、車両系建設機械を移送するため自走又は

　　　　けん引きにより貨物自動車等に積卸しを行う場合において、
　　　　道板、盛土等を使用するときは、当該車両系建設機械の転倒、
　　　　転落等による危険を防止するため、次に定めるところによらな
　　　　ければならならない。
　一　積卸しは、平たんで堅固な場所において行うこと。
　二　道板を使用するときは、十分な長さ、幅及び強度を有する
　　　道板を用い、適当なこう配で確実に取り付けること。
　三　盛土、仮設台等を使用するときは、十分な幅、強度及び
　　　こう配を確保すること。

とう乗の制限
第162条 事業者は、車両系建設機械を用いて作業を行うときは、

　　　乗車席以外の箇所に労動者を乗せてはならない。

使用の制限
第163条 事業者は、車両系建設機械を用いて作業を行うときは、

　　　転倒及びブーム、アーム等の作業装置の破壊による労働者
　　　の危険を防止するため、当該車両系建設機械についてその
　　　構造上定められた安定度、最大使用荷重等を守らなければな
　　　らない。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その８３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

４－　掘削機械などの計画〈安全衛生規則）

　　　　　　　　主たる用途以外の使用の制限

第164条 事業者は、車両系建設機械を、パワーショベルによる荷の

　　　つり上げ、クラムシェルによる労働者の昇降等当該車両系建設
　　　機械の主たる用途以外の用途に使用してはならない。
2　前項の規定は、次のいずれかに該当する場合には適用しない。
　　　一　荷のつり上げの作業を行う場合であって、次のいずれにも
　　　該当するとき。
　イ　作業の性質上やむを得ないとき又は安全な作業の遂行上
　　　必要なとき。
　ロ　アーム、バケット等の作業装置に次のいずれにも該当する
　　　フック、シャックル等の金具その他のつり上げ用の器具を取
　　　り付けて使用するとき。
(1) 負荷させる荷重に応じた十分な強度を有するものである

　　　こと。
(2) 外れ止め装置が使用されていること等により当該器具

　　　からつり上げた荷が落下するおそれのないものであること。
(3) 作業装置から外れるおそれのないものであること。

　　　二　荷のつり上げの作業以外の作業を行う場合であって、
労働者に危険を及ぼすおそれのないとき。
2 事業者は、前項第1号イ及びロに該当する荷のつり上げの
　作業を行う場合には、労働者とつり上げた荷との接触、
　つり上げた荷の落下又は車両系建設機械の転倒若しくは
　転落による労働者の危険を防止するため、次の措置を講じなけれ
　ばならない。
　　　一　荷のつり上げの作業について一定の合図を定めるとともに、
　　　　　合図を行う者を指名して、その者に合図を行わせること。
　　　二　平たんな場所で作業を行うこと。
　　　三　つり上げた荷との接触又はつり上げた荷の落下により労働
　　　　　者に危険が生ずるおそれのある箇所に労働者を立ち入らせない
　　　　　こと。
　　　四　当該車両系建設機械の構造及び材料に応じて定められた負荷
　　　　　させることができる最大の荷重を超える荷重を掛けて作業を行
　　　　　わないこと。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その９３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

４－　掘削機械などの計画〈安全衛生規則）

　　　五　ワイヤロープを玉掛用具として使用する場合にあっては、
　　　　次のいずれにも該当するワイヤロープを使用すること。
　　　　イ　安全係数（クレーン則第213条第2項に規定する安全
　　　　　係数をいう。次号において同じ。）の値が6以上のもので
　　　　　あること。
　　　　ロ　ワイヤロープ1よりの間において素線（フィラ線を
　　　　　除く。）のうち切断しているものが10パーセント未満のもの
　　　　　であること。
　　　　ハ　直径の減少が公称径の7パーセント以下のものであること。
　　　　ニ　キンクしていないものであること。
　　　　ホ　著しい形崩れ及び腐食がないものであること。
　　　六　つりチェーンを玉掛用具として使用する場合にあっては、次の
　　　　いずれにも該当するつりチェーンを使用すること。
　　　　イ　安全係数の値が5以上のものであること。
　　　　ロ　伸びが、当該つりチェーンが製造されたときの長さの
　　　　　　5パーセント以下のものであること。
　　　　ハ　リンクの断面の直径の減少が、当該つりチェーンが製造
　　　　　　されたときの当該リンクの断面の直径の10パーセント以下
　　　　　　のものであること。
　　　　ニ　き裂がないものであること。
　　　七　ワイヤロープ及びつりチェーン以外のものを玉掛用具として
　　　　使用する場合にあっては、著しい損傷及び腐食がないものを
　　　　使用すること。

修理等
第164条 事業者は、車両系建設機械の修理又はアタッチメントの装着

　　　及び取り外しの作業を行うときは、当該作業を指揮する者を定め、
　　　その者に次の措置を講じさせなければならない。
　　　一　作業手順を決定し、作業を指揮すること。
　　　ニ　次条第1項に規定する安全支柱、安全ブロック等の使用状況
　　　　　を監視すること。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その10３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

４－　掘削機械などの計画〈安全衛生規則）

ブーム等の降下による危険の防止
第164条 事業者は、車両系建設機械のブーム、アーム等を上げ、

　　　その下で修理、点検等の作業を行うときは、ブーム、アーム等
　　　が不意に降下することによる労働者の危険を防止するため、
　　　当該作業に従事する労働者に安全支柱、安全ブロック等を
　　　使用させなければならない。
　2 前項の作業に従事する労働者は、同項の安全支柱、

　　　安全ブロック等を使用しなければならない。

以上の事に注意し計画しましょう。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その１１３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

５－　　足場の変更

１０２０ｃｍ

・足場は無理なく設置出来ますか。

次のページでは簡単な計画変更を説明します。

３００ｃｍ

②

① ・足場の入るスペースはありますか？

・ブロックなど段差はありませんか？②



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その１２３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

５－　　足場の変更（狭小地）

・狭小地の場合メニュー画面の平面加工から
部分変更を選んで矢印から矢印を選べば、下
のバーが表示されます。

・次に矢印をクリックし使用踏板とブラケットを狭小地
用に変更します。

以上で完了です。

・部分的な変更も断面変更で変える事が出来ます。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その１３３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更,３ １詳細の変更

５－　　足場の変更（段差）

・ブロックなどの段差は地盤設定の配置で行います。

・まず高さの入力を設定します。

・足場の変更は、もう一度立面割付
に戻り足場を立ち上げれば簡単に
書き換えできます。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

３,１詳細の変更　その１４３,　仮設計画の変更３,　仮設計画の変更

３、仮設計画の変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３,１詳細の変更

５－　　足場の変更（段差）

・足場の高さ設定変更は、まず、現在の軒先
からの長さを測りましょう。

・軒先から、変更したい数値を入力すれば
終わりです。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

４,　着工前打ち合わせ

４,　着工前打ち合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４,１　　着工前打ち合わせを、する前に留意すべき事項

Ⅰ、工事別、作業別に存在する危険箇所を予想し、対策を樹立しましょう。

Ⅱ、各工事店が協力して工法、関係法令、構造企画基準、技術基準、指針
　　などに、違反しているか否かをチェックし設計上のミスも話し合いましょう。

Ⅲ、仮設設備については、一時的な間に合わせの考え方を止めて、強度、安
　　全装置など構造上の欠陥を必ずチェックしましょ。

Ⅳ、関係法令は、作業に際しての最低の基準だという事を、考えセーフティ・
　　アセスメント（安全の事前評価）を十分に行いましょう。

注）今回のシュミレーションシステムは、今まで口答で、行われていた物を、
　　コンピュータを使い目の前で、打ち合わせが出来るシステムですが、実際
　　との違いも発生しますので、各工事店の協力のもと、安全衛生管理者が
　　協議の上、計画打ち合わせをしましょう。

４,２　　安全面からの事前評価

●事前評価とは、

　　最近、セイフティー・アセスメントという、言葉が良く使われます。これは労働安全と言う、狭い範囲
だけではなく、産業災害、公害、などの環境も含め使われ出しています。
　建設工事の場合、設計段階から、出発し、施工段階にいたるプロセスにおいて、安全面に立脚した
事前評価を行う事とされており、災害の中には設計及び施工段階において、事前検討、評価が十分
行われていないために、発生した物も多く、また、災害発生後、計画自体の欠陥に気づくことがしばし
ばありますが、こうした『後手の管理』から問題点を先取りする『先手管理』へと移行しなければなりま
せん。

●作業標準とは、

　　作業上の安全を確保するためには、基本的対策のほかに具体的な対策が確立されていなければ
なりません。
　対策に具体性が欠けるところが、多ければ多いほど、作業員が自分で判断をしなければならない部
分が増えてきます。
　　作業員の判断にゆだねる部分を極めて減少させるには、正しい作業方法を決定し、守らせる事が
必要になってきます。
　　そこで、作業内容の明確化、作業手順やその要点、急所などを良く分析した上で、安全で、効率の
良い作業方法を定めて行きましょう。
　　この作業を標準化したものを、作業標準又は作業基準といいます。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

４,３　作業の打ち合わせ　その１
４,　着工前打ち合わせ

４,　着工前打ち合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４,３　　作業の打ち合わせ

クリーンボックス

ゲート

仮囲い

足場

階段

トイレ

道路

道路

資材置場

駐車スペース

●進入口の打ち合わせ《例題》

①

②

③

ゲート

側溝からの離れ３０ｃｍ

・計画
囲いゲートの設置　　側溝からの離れ３０ｃｍ　　　　　
入り口段差１５ｃｍ

・変更
入り口付近は段差があるので、砕石養生の後、
鉄板引きしゲートを現行より２０ｃｍ後退する。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

４,３　作業の打ち合わせ　その２
４,　着工前打ち合わせ

４,　着工前打ち合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４,３　　作業の打ち合わせ

《例題》 ●電線養生の打ち合わせ

①

②

③

。

②

①

・計画
電柱を包みこむように、仮囲いを設置
足場計画は、歩道から３ｍ後退したところで、
７．３ｍまでの高さになる。
電線養生は５ｍ②

・変更
棟上時、レッカーの設置位置が、トイレ正面なので
荷受をメイン道路で行う。
足場を西面５スパン開口と南面全面の電線養生が
必要、

●仮設レイアウトの打ち合わせ《例題》

ラフター

電線

１１ｔトラック

足場

クリーンボックス

ト
イ
レ

１１ｔトラック

クリーンボックスト
イ
レ

足場

電線

・計画
南面トイレ、クリーンボックス、ラフターは、
トイレの前に設置する。

・変更
トイレ位置を西面に変更し、クリーンボックスも、西面
ゲートわきに置き、ラフターを仮囲いに近づける。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

４,３　作業の打ち合わせ　その３
４,　着工前打ち合わせ

４,　着工前打ち合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４,３　　作業の打ち合わせ

《例題》 ●仮囲いの変更

クリーンボックスト
イ
レ

足場

電線
クリーンボックス

ト
イ
レ 電線

足場

・計画
仮囲いは、敷地全体に配置する。

・変更
北面の仮囲いを、半分までとし、その他は、外部足場
を使用する。

《例題》 ●階段位置の変更

クリーンボックス
ト
イ
レ 電線

足場 足場

階段
駐
車
ス
ペ
ー
ス

・計画
階段の設置場所は、東面の裏側に設置し
正面の駐車スペースの確保を図る。

・変更
駐車スペースは隣地借用し、登りやすい正面に、設置
する。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

４,３　作業の打ち合わせ　その４
４,　着工前打ち合わせ

４,　着工前打ち合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４,３　　作業の打ち合わせ

《例題》 階段室内部の作業床の高さ変更

1513.5ｃｍ
1800ｃｍ

・計画
階段室内部は外部足場と同じ作業高にし、段差をなく
す。

・変更
階段内部の軒天作業を、先行するため内部足場を一
段下げる。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

４,４　計画の完成
４,　着工前打ち合わせ

４,　着工前打ち合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４,４　計画の完成

ラフター

電線

クリーンボックス

ト
イ
レ

足場

階段

駐
車
ス
ペ
ー
ス

パース図面

●このような手順で、計画の打ち合わせを行います。その他、色々な手順書も簡単に計画出
来ますので、解からない、場合は問い合わせください。TEL024（937）0788〈SPサポート事業部〉

足場

階段 ラフター

クリーンボックス

ト
イ
レ

駐
車
ス
ペ
ー
ス



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

５,　実行および仮設計画図面の配布

５,　実行および仮設計画図面の配布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５，１　　PCからFAXへの配信

仮設計画図面
データ処理

PC
携帯電話からの

送信

ファックス
からの出力

各社へ配布

●上記の様に、仮設計画図面の打ち合わせの後に、その場で、各社に
計画図面が、配布されのが、ベストですが、システム構築できない場合、
事務所からの配信が必要です。

ラフター

電線
クリーンボックス

ト
イ

レ

足場

階段
駐
車
ス
ペ
ー

ス

パース図面

足場

階段 ラフター

クリーンボックス

ト
イ

レ

駐
車
ス

ペ
ー
ス



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

６,　その他の関係法令　その１

６,　その他の関係法令　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作業主任者に関する規則

●木造建築物の組立て等作業（労働安全衛生規則第５１７条の１２）

１、作業区分
　建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）第２条第１項第７号に規定する軒の高さが５m以上
の木造建築物の構造部材の組立てまたは、これに伴う屋根下地若しくは外壁下地の取り付けの作
業（労働安全衛生法施行令第６条第１５号の４）
２、作業者の職務
　事業者は、木造建築物の組立て等作業主任者に、次の事項を行わせなければならない。
・作業の方法及び順序を決定し、作業を直接指揮すること。
・器具、工具、安全帯等及び保護帽の機能を点検し不良品を取り除くこと。
・安全帯及び保護帽の使用状況を監視すること。（労働安全衛生規則第５１７条の１３）

●足場組立て等作業（労働安全衛生規則第５６５条）

１、作業区分
　つり足場（ゴンドラのつり足場を除く。以下同じ。）、張出し足場又は高さが５ｍ以上の構造の足場
の組立て、解体又は変更の作業（労働安全衛生法施行令第６条第１５号）
２、作業者の職務
　事業者は、足場の組立て等作業主任者に、次の事項を行わせなければならない。
・材料の欠点の有無を点検し、不良品を取り除くこと。
・作業の方法及び労働者の配置を決定し、作業の進行状況を監視すること。
・器具、工具、安全帯等及び保護帽の機能を点検し不良品を取り除くこと。
・安全帯及び保護帽の使用状況を監視すること。（労働安全衛生規則第５６６条）

●建築物等の鉄骨の組立て等作業（労働安全衛生規則第５１７条の４）

１、作業区分
　建築物の骨組み又は塔であって、金属製のの部材により構成されるもの（その高さが、５ｍ以上
であるものに限る。）の組立て、解体又は変更の作業（労働安全衛生法施行令第６条第１５号の２）
２、作業者の職務
　事業者は、建築物等の鉄骨の組立て等作業主任者に、次の事項を行わせなければならない。
・作業の方法及び労働者の配置を決定し、作業を直接指揮すること。
・器具、工具、安全帯等及び保護帽の機能を点検し、不良品を取り除くこと。
・安全帯及び保護帽の使用状況を監視すること。（労働安全衛生規則第５１７条の５）



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

６,　その他の関係法令　その２

６,　その他の関係法令　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作業主任者に関する規則

●建築物等の組立て、解体又は変更の作業〔労働安全衛生規則第５２９条）

　事業者は、建築物、橋梁、足場の組立て、解体又は変更の作業（作業主任者を選任しなければな
らない作業を除く。）を行う場合において、墜落により労働者に危険を及ぼす恐れのある時は、次の
措置を講じなければならない。
・作業を指揮する者を指名して、その者に直接作業を指揮させること。
・あらかじめ、作業の方法及び順序を当該作業に従事する労働者に周知させること。

●立入禁止（労働安全衛生規則第５３０条）

　事業者は、墜落により労働者に危険を及ぼす恐れのある箇所に関係労働者以外の労働者を立ち
入らせてはならない。



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

６,　その他の関係法令　その３

６,　その他の関係法令　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作業計画に関する規則

●作業計画〔労働安全衛生規則第５１７条の２）

　事業者は、令第６条第１５号の２の作業を行うときは、あらかじめ、作業計画を定め、かつ、当該作
業計画により作業を行わなければならない。

■前項の当該作業計画は、次の事項が示されているものでなければならない。
1   作業の方法及び手順
2　部材の落下又は部材により構成されるものの倒壊を防止するための方法
3　作業に従事する労働者の墜落による危険を防止するための設備の設置の方法
■事業者は、第１項の作業計画を定めたときは、前項各号の事項について関係労働者に周知させ
なければならない。

●木造組立て等の作業（第５１７条の１１）

　事業者は、令第６条第１５号の４の作業を行うときは、次の措置を講じなければならない。
1   作業を行う区域内には、関係労働者以外の労働者の立入を禁止すること。
2   強風、大雨、大雪等の悪天候のため、作業の実施について危険が予想されるときは、当該作業
　　を中止させること。
3　材料、器具、工具等を上げ、又は下ろすときは、つり網、つり袋等を労働者に使用させること。
参考　労働安全衛生法施行令第６条１５号の４　　建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）
　　　　第２条第１項第７号に規定する軒の高さが５メートル以上の木造建築物の構築部材の組立て
　　　　又はこれに伴う屋根下地若しくは外壁下地の取付けの作業

●注文者（労働安全衛生規則第６５３条）

　注文者は、法令第３１条第１項の場合において、請負人の労働者に、作業床、物品揚卸口、ピット
坑又は船舶のハッチを使用させるときは、これらの建設物等の高さが２ｍ以上の箇所で墜落により
労働者に危険を及ぼすおそれのあるところに囲い、手すり、覆い等を設けなければならない。
　ただし、囲い、手すり、覆い等を設けることが、作業の性質上困難なときは、この限りでない。
２　注文者は前項の場合において、作業床で高さ又は深さが１．５ｍを超える箇所にあるものについ
ては、労働者が安全に昇降するための設備等を設けなければならない。

●足場の組立て等の作業（第５６条）

　　　　事業者は、令第６条第１５号の作業を行うときは、次の措置を講じなければならない。
　　　1　組立て、解体又は変更の時期、範囲及び順序を当該作業に従事する労働者に周知させること。
　　　2　組立て、解体又は変更の作業を行う区域内には、関係労働者以外の労働者の立入りを禁止す
　　　　　ること。
　　　3　強風、大雨、大雪等の悪天候のため、作業の実施について危険が予想されるときは、作業中止　



★無断転記を禁じます★　本文書の著作権はセイフティープランに帰属します。

６,　その他の関係法令　その４

６,　その他の関係法令　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作業計画に関する規則

　　すること。
　4　　足場緊結、取りはずし、受渡し等の作業にあっては、幅２０センチメートル以上の足場板を設け、
　　労働者に安全帯を使用させる等労働者の墜落による危険を防止するための措置を講ずること。
　5　材料、器具・工具等を上げ、又は下ろすときは、つり綱、つり袋等を労働者に使用させること。
　■労働者は、前項第４号の作業において安全帯等の使用を命ぜられたときは、これを使用しなけれ
　　ばならない。
参考　労働安全衛生法施行令第６条第１５号　つり足場（ゴンドラのつり足場を除く。以下同じ。）

　　　　　出張し足場又は高さが５メートル以上の構造の足場の組立て、解体又は変更の作業

●建築物の鉄骨の組立て等の作業（第517条の3）

　　　事業者は、令第６条第１５号の２の作業を行うときは、次の措置を講じなければならない。
　1　作業を行う区域内には、関係労働者以外の労働者の立入りを禁止すること。
　2　強風、大雨、大雪等の悪天候のため、作業の実施について危険が予想されるときは、当該
　　作業を中止すること。
　3　材料、器具、工具等を上げ、又は下ろすときは、つり網、つり袋等を労働者に使用させること。
　参考　労働安全衛生法施行令第６条第１５号の２　建築物の骨組み又は塔であって、金属製の
　　　　　部材により構成されるもの（その高さが５メートル以上であるものに限る。）の組立て、解体
　　　　　又は変更の作業
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